
過 当競争か ら共生へ

今年 も余す ところあ とわず

か となったが(2002年12月 執

筆)､振 り返 ってみ ると食品業

界 の不 祥事 が､昨 年 に続 き本

年 も随分 と多 い年 で あ っ た｡

近年､何 故 この様な不 詳事件

が多発 した のか､そ の背景 に

は何があるのか､同 じ食品に携わる者として自戒を含

め考えてみたい｡

現代社会が生み出した恐ろしいBSE問 題､草 食性

の牛に肉骨粉を与え効率の良い肉製造機を作って し

まった｡生産技術の向上とは言え､自 然の摂理 に背 く

行為は素直に受け入れ難い｡又､本 来国民の生命 と安

全を守る行政の対応の悪さと怠慢 さが､この問題の早

期解決を困難にしてしまった｡しかしここで言いたい

事は.この社会的不幸を逆手にとって買上げ金詐欺を

した企業が優良会社 も含め何社 もあったことだ｡企業

の倫理もモラル もあったものではない｡利益第一主義

である｡

無許可添加物 を使用 した香料 を長期間欺いて製造

販売 してきたメーカーの罪 も重い｡販売先で他香料に

混ぜ られ､それが又原料となって転売されていく中で

様々の食品に使用されていったわけだが､その影響と

損害は計 り知れない｡我々の企業間取 り引きはお互い

の善意を前提として成 り立っている｡その信頼関係を

壊した社会的コス トも多大である｡

その後も輸入野菜か ら残留農薬が検出されたり､農

産物に無許可の農薬が使われていた事件があったが､

消費者(お客様)の健康を考えない感覚は､儲けの為な

ら何でもやると言われても仕方があるまい｡他にも産

地詐称や不 当表示､消 費期 限切れな ど不祥事 は枚挙 に

い とまがな い｡

この様 にお客様 第一 と言 いなが ら逆行す ることを し

て しま うのは何故だろ うか｡企 業モ ラルが低 い､消 費者

の 目が厳 しくな ってきた､法 規制が遅れて いる､輸 入原

料 への対応が遅れて いる､等 々が考 え られ るが一番 の

背景は豊:かで食べ物が あ り余 っている成熟社会だ と言

うことだ(そ の証 拠 には､年 間廃棄 され る食品残渣が

1,500万tと も2,000万tと も言われて いる)｡物 余 りは当

然過 当競争 を招 く｡過 当競争か らは利益が出ない｡出 な

ければ不 当や違法 な誘惑 にか られ る｡

かつては競争の 中か ら繁栄 が もた らされて きた｡過

当競 争 もあ ったが､市 場 が拡大 してい るうちは吸収 さ

れ共倒れ にはな らなか った｡し か し人 口は増えず､老 齢

化 で食 も細 くな り､カ ロリー過多が気 にな り､な によ り

も無駄な浪費を しない風潮は これ以上の市場拡大 には

つ なが らない｡つ ま り成熟 してきている｡モ ー レッに売

上 を伸ばす 時代ではな い｡一 時 的には伸 びて も必ず 反

動が ある｡

これ か らは秩序立 った時代､そ のキーワー ドは過 当

競争か ら共生へ､拡 大か ら持続 へ､浪 費か ら堅実消費へ､

ス ピー ドア ップか らス ローへ な どであろ う｡こ れ らは

全て地球環境 を守 り､持続 してい く価値観で もある｡又､

本来の人の道で もある｡
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2002年9月22日 か ら28日 までの7日 間､LFPIで は中国

の水処理や環境関連技術の視察､中 国企業や中国膜工業

会 との交流 を目的 とし訪中が行われ ました｡LFPI中 国視

察団は横浜国立大学･松 本先生を団長に日本企業16社20

名が参加 し､上 海 に到着後､無 錫､宜 興､南 京 と廻 り､北京

か らの帰国 とい う盛 り沢 山で非常 に有意義 な中国視察

が行 えました｡こ こでは視察の前半にあたる上海､無 錫､

宜興の訪問先企業等 を紹介させて頂きます｡

23日 午前､一一番 目の訪問先上海のろ材メーカー上海大

宮新材料有限公司 を訪問 しま した｡社 長の娘である大宮

女史か らPTFE樹 脂を原料とし特殊加工によって成形 さ

れ た立体網状膜での気体及び液体の精密ろ過 に関す る

説明を 日本語で受けました｡

この会社 は幕張 メ ッセで11月 に開催 された｢国 際粉

体工業展｣に 出展 をされたそ うです｡

23日 午後か らは｢申c宜 興環境保護科技工業園』を訪問

しました｡｢中 国宜興環境保護科技工業園｣は 中国唯一の

環境保護 を主 とす る国家高進技術産業 開発 区で江蘇省

宜興市 に位置 し敷地面積75km2､計 画開発面積38km2､

現在建築面積15km2で199年 に正式に国務院か ら運営

許可を得て設立された工業園です｡

今 回の中国視察では｢中 国宜興環境保護科技工業園｣

のLFPI中 国視察団 に対す る熱烈歓迎ぶ りにはかな り驚

きました｡宜 興市に向か う途中､上 海か ら列車で移動 し

た無錫駅 には工業 園招商局周副局長 を始 め職員が横断

幕 を持っての出迎えが あり､バ スに乗 り込み宜興市への

2時 間の道中はサイ レンを鳴 らしたパ トカーがバスを

先導す る扱い｡工 業 園事務局 ビルの玄関､交 流会会場､宿

泊ホテルの玄関にも熱烈大歓迎の横断幕 を用意する程の

歓迎ぶ りで した｡

工業園到着後 の交流会は中国共産党江蘇省宜興市委員

会･史 書記 を始め､宜 興市･王 副市長､科 学技術局･史 局長､

工業園管理委員会･莫 主任､工 業園招商局･朱 局長､同 周副

局長など､数多 くの関係者出席のもと開催されました｡

中国側か ら史書記の挨拶､莫 主任の挨拶及び工業園の

紹介がありました｡挨 拶上LFPⅢ(日 本企業)側 に対 し､中 国

宜興市への 日本企業の誘致､中 国企業との合弁や技術提

携､中 国市場への販売や製品･部 品の生産委託などを強 く

希望 していました｡営 利だけではな く日本と協力関係を

結び環境保護先進国との技術の差を縮小する目的 も持っ

ています｡

このような 日本企業の宜興市への進出は､中 国共産党及

び市政府のバ ックアップにより非常 に良い条件のもとで

行なえるとの話しもあ りLFPIへ の歓迎ぶ りが感 じられま

した｡日 本側か らは松本先生が歓迎に対するお礼の挨拶を

行いました｡そ の夜は場所をホテルに移 しLFPI歓 迎宴が

行われ､工 業園関係者 との交流を深めました｡

歓迎宴の席､史 書記 を始め中国共産党江蘇省宜興市委員

会･除 常務委員､宜 興市･王 副市長の挨拶があ り､日本側か

らは松本先生の挨拶の後､宜 興市に合弁会社を持つセイシ

ン企業･植 田社長か ら中国市場の広さや､宜 興市の日本企

業に対する誠意ある対応についてのお話しがあ りました｡

翌 日24日 は朝早 くか ら少 し駆 け足ではあ りましたが､

合計8社 の訪問見学 を行ないま した｡時 間の制限や､言

葉の違いもあった為､詳 しいところまで報告が出来ませ

んがここで紹介 します｡

O宜 興市非金属化工機械有限公詞

ISO9001認 証取得 応対者:凋 総経理(社 長)､楊

副総経理(㈱ セイシン企業 との合弁会社 の宜興清

新の中国側 出資会社)従 業員数900人 高性能

陶甕 と化工機械 を一体 に した非金属防腐蝕耐摩

耗設備(ポ ンプ､バ ルブ､セ ラミックフィルタ､セ

ラミック製品､膜 フィルタ､耐 酸耐熱れんが)製造

メーカーです｡



壷薦事徳機械脊隈公闘

ISO9002認 証取得 応対者1謝 総経理(社長)従 業員数

110人 プロワーの製造販売､水 中ポンプ関連製品の販

売等 を中心に行 い 日本企業を始 め外国企業 との繋が り

を持つ会社です｡

轡鵬鶴集団霧隈公司

応対者:張 工学碩士(修 士)従 業員数1200人 環境保護

事業 をは じめ水処理事業､調 剤 関係､建 材関係､農 業､観

光事業等 を行っている十数社が集結 して いるグルー プ

です｡

各社 とも敷地面積が広 く立派 な事務所､工 場.シ ョー

ルーム等を構えています｡ま た技術製造面 に於いて も設

計､機 械加工､製 缶､製 品組立､製 品テス ト等 の充実 した

設備を備えていました｡各 社社長 自らの挨拶や会社紹介､

工場案内､製 品説明の中で.宜 興市工業園各社が特に水

処埋関連の環境事業へ取 り組んでいる意気込みが強 く

感 じられました｡

塾童興市純水設備廠ISO9001認 証取得 応対者:曹社長

従業員数290人0｡1～200m3/hr程 度 の膜分離純水製

造設備及び､ボ イ ラー軟化水設備の製造メーカーで電力､

電子､自 動車､科 学､紡 績､食 品､製 薬業界への実績があ り

ます｡

φ搏大環保股働;薄隈公闘1`aOgQO認 証取得 応対者:

Chen総 経理(社 長)元 宜興市水処理環境保護設備実業

公司､純 水､高 純水製造､給 水浄化､市 街汚水処理 工業排

水処理､生 活汚水処理､ボ イ ラー軟化水､有 害気体処 理.

ゴ ミ処理等の設備 を製造 しています｡

命漿渓環保股紛蒋限公司ISO9002認 証取得 応対者:

眺総経理(社 長)従 業員数50人 スク リー ンを利用 し

ての河川水､雨 水､汚 水処理設備専門メーカーです｡

φ申醐纈能機械ISO900!認 証取得 応対者:牟 総経理

(社長)ろ 過器､遠 心分離機､ギ ヤーポ ンプ､圧 力容器を

製造す るメーカーです｡

訪問見学終 了後､工 業園事務局会議i室に於 いて今回訪

問出来なか った工業園側企業が出席 し交流会が行われ

ました｡日 本側､中 国側すべて の企業の 自己紹介及び会

社紹介､質 疑応答が行われ､交 流 を深める ことが出来 ま

した｡そ の夜､大 変良い雰囲気 で交流宴会が行われ｢中 国

宜興環境保護科技工業園｣訪 問の幕を閉じました｡

今回のLFPI中 国視察は7日 間の予定を十二分に使 い

ハー ドスケジュールであ りましたが､と 海か ら北京へ と

移動 しなが らの視察は､短 い期間 に中国 をよ く知るには

非常 に効果的であったと思 います｡中 国は今､国 全体が



非常に早いスピー ドで成長 し､そ の勢い と力を感 じます｡

今その中国が 日本企業 との協力関係 を望 んでいます｡何

らかの形で中国企業 との交流 を持 ち､関 係 を深めてお互

いの利益を生み なが ら発展 してい く良い機会ではな い

か と感 じました｡

LFPI海 外視察 にはじめて参加 させて頂 いた私は､中 国

関係 者 との交流 は もとよ りこのツ アー に参 加 され た

LFPI会 員 とその関係者 の皆様 との交流も大変勉強 にな

り楽 しく右』煮義な褥察 とな りました｡

鹸第2園 国際膜工業展

初の試み として 当工業会 と膜協会 が共 同で展示ブー

ス を確保 し､希 望企業 のカタ ログ展示 を行なった｡若 干

の手違 いはあったものの 日東電工､共 栄商事のご協力に

より､無 事会場設営 を行 なうことがで きた｡会 場で は,3

日間にわたり23テ ーマの発表 と約80社 の展示が行われた｡

このツアーの企画をされた国際交流委員会(横 浜 国立

大学松本先生､㈱ セイシン企業 佐々木氏)､参 加された皆

様にお礼申し上げます｡〈神奈川機器工業㈱ 鈴木正明〉

薦寒か ら熱漿へ.一_

視察 の後半は､第 一線で活躍 されている研究者 との意

見交換､技 術調査 を目的 としたスケジュールであった｡

φ南京工科大学

南京工科大学は､学 生数約20,000人､教 授数約2,300人 の

規模で国内でも有数の科学技術系大学｡案 内 して頂いた

肖教授は4年 前 に横浜 国大 に1年 間留学 された経験が あ

り､流 暢な 日本語で最新鋭 の実験･分 析設備や最近 の研

究 内容 について説明頂 いた｡先 生 を交 えた懇 親会では､

日本留学時の思 い出話や最近の研 究テーマなどにつ い

て活発な意見交換が行なわれた｡

展示会では､ROB,MFな どの膜.ろ 過設備が展示さ

れ､日 本国内の展示会と遜色のない内容であ り､膜に寄せ

る期待のほ どが伺われた｡日 東電工､東 レ､旭 化成な ど日

本の企業やゼ ノン他欧米企業の膜を利用 した商品展示も

多数見 られ､中 国市場 に対する熱い視線が感 じられた｡



磯溝華穴学

中国科学院､北 京大､北 京師範大学 と共 に環境汚 染制御

国家重点研究連合施設(ESPC)に 指定されてお り､環 境

対策技術の研究開発を行なって いる｡Xing先 生,胡 先生

の案内でMBR,VOC.UASB,ビ オ トープな どの最新 の

実験設備 を見学 した｡

命申鰯科学院環境研究所

中国科学院の80あ る研究所の一つ｡職 員数約40(名 の環

境技術 に関する総合研究所｡張 副所長か ら研究所の概要

説明があり､かつてオルガ ノに勤務されていたYang教 授

の案内で実験室を見学した｡MBR､担 体､生 物脱臭.な ど

の研究が行なわれてお り､先生が特 に興味を持って研究

されている分野は難分解性物質の生物分解 とのこと｡こ

の分野 に関心のある方は是非コンタク トを取 っていた

だきたい｡

轡ブルースター社(申 灘膜工業会幹肇愈祉)

最終 日は､中 国膜工業会･郭 秘書長 の要請によ り当初の

計画 を変更 し､ブ ルースター社を訪問 した｡同 社は､洗 剤

をは じめ様 々な化学 品や膜な どの メーカを傘下 に持つ

従業員数3万 人の企業集団｡任 社長 よ り日本企業 との共

同事業について熱心なアピールがあ り､事 業拡大に対す

る意欲が感 じられた｡ま た､郭 秘書長よ り(膜事業会社の

社長)､今 後LFPI､AMSTと の連携を密 にし､日 中共同で

展示会等 を行い膜技術 の普及促進 を行ないたいとの提

案があった.

今回の訪問で､ビ ジネス を展開するには結 局人 と人のつ

なが りである ことを改めて認識 させ られた｡松 本先生や

セイシン企業･植 田社長の人脈 をフル に活用 させていた

だき､大 学､国 研､民 間企業等それぞれの分野の第一線で

活躍 されている方 々と知己 を得 た ことが最大の成果で

あ り､参 加者それぞれ貴重な財産を手 に入れる ことがで

きたと思う｡

〈三菱 レイ ヨン･エ ンジニア リング㈱ 岡田 實〉


